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大学入学共通テストおよび国公立大二次・私大

大学入試 物 理 学 校 法 人　河合塾
物理科講師　吉田　秀仁分 対と析 策

（１）　総括

　2026年度の共通テストも，これまでの方針通り「思
考力」「判断力」「表現力」を重視した問題が出題され
た。特に「日常生活や身近な事象に関連する物理現象」
を題材とし，実験データやグラフの読み取り，物理法
則に基づいた分析能力を問う設問が中心となっている。
　今年度の大きな特徴として，スマートフォンを計測
機器として利用した実験（第２問）や，放射線に関す
る会話文形式の問題（第１問 問３）が出題された。
昨年度に引き続き，全分野（力学，熱，波，電気，磁
気原子）からバランスよく出題されており，基本的な
知識の定着に加えて，未知の実験状況を論理的に解釈
する力が求められている。
　また，問題内容としては，基本的な知識問題，計算
問題，数値を解答させる問題，定性的思考問題がバラ
ンスよく出題されていた。

〈難易度〉

◆本試験平均点：34.3点（68.6％）

◆昨年度（24.78点）より易化

〈出題分野・共通テストの特徴〉

第１問が小問集合４問（配点16），第２問が力学分野
（配点16），第３問が熱と電気分野（配点18）から出題
された。観察・実験を題材とした問題が目立ち，基本的
な知識問題，数値計算問題，定性的思考問題，図やグラ
フの数値の読み取りなどがバランスよく出題されてい
る。今回の共通テスト物理基礎において特に目立った特
徴を以下にあげておく。
①　昨年度に引き続き解答の数値を直接マークする問題
の出題はなかったが，会話文形式の問題が復活した。
②　第１問の小問集合は力学，電気，原子，波動の各分
野が１問ずつの構成であった。
③　定性問題35.7％，文字計算28.6％，数値計算28.6％

大学入学共通テスト「物理基礎」1
であった。
④　組合せ問題について，三つの組合せ問題が３問，二
つの組合せ問題が２問の計５問出題された。
⑤　第３問でA・B分けが復活した。

全体の設問数および問題の文章量は，昨年度と大きな
差はなかった。
難易度としては昨年度より易化したが，共通テストと
しては適当な難易度である。公式を用いるだけなどの単
純な設問は少なく，状況や実験結果を正確にとらえ，そ
れに応じてどの法則や式を用いるかを判断する力や，式
をグラフ化する表現力と思考力を必要とする設問が中心
となっており，昨年度までの出題傾向と大きな変化はな
い。出題形式としては，昨年度出題されなかった会話文
による問題が復活し，組合せ問題が増加した。
出題内容は昨年度と大きな変化はなく，身近な道具を
用いた実験や身近な物理現象を題材としており，設問内
容は中学理科や物理基礎の教科書に準拠し，基本的な知
識や法則・公式を問う「易」，および「標準」レベルの
問題が中心で，難問奇問の類はない。身近な物理現象を
中心に基礎的な学力を問い，文系生が主となる試験とし
ては，次年度以降もこの傾向は変わらないであろう。
以下，今年度の共通テストの本試験「物理基礎」を分
析する。（得点率・正答率は河合塾の追跡調査によるも
のである。）

（２）　設問別分析

第１問　小問集合（配点16点）

　力学，電気，原子，波動分野からの小問集合。基本
的な知識・理解を問う問題である。各分野１問ずつの
出題であった。得点率は約 66％であり，昨年度より
高くなっている。

問１：浮力

海水に浮く氷山にはたらく浮力の大きさを，公式を用
いて文字式で表す問題。水没している部分の体積を正確
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に把握する必要がある。海水の密度の代わりに氷山の密
度を用いた誤答（選択肢 ₂○ ）が約19％あった（出題例１）。

問２：抵抗値と抵抗率（啓林館『物理基礎改訂版』
p.215）
抵抗の抵抗値が長さに比例し断面積に反比例するこ
と，および抵抗率の単位を問う問題。正答率は全設問中
で最低の44.4%である。抵抗率の単位だけが間違いであ
る選択肢 １○ の誤答が38%と非常に大きく，受験生が普
段物理量の単位に関心が薄いことが窺われる。
問３：放射線に関する単位（啓林館『物理基礎改訂版』
p.246）
単位のベクレルおよびシーベルトの定義に関する会話
文形式の設問。放射性崩壊の定義などの基本知識が問わ
れた。正答率は78%と高い。
問４：波の性質

集団演技の「ウェーブ」を波動と見なし，速さ，振動
数，周期を求める組合せ問題。正答率は高く約82%で
ある。

第２問　力学分野（配点16点）

　スマートフォンの計測アプリを用いた台車の直線運
動に関する実験問題。正答率は78％程度と非常に高い。

問１：グラフの読み取り

磁場の強さのピークから，台車が磁石を通過した時刻
とその時の台車の速さの大小を判断する問題。正答率は
全設問中最も高く91.1%となった。

出題例１

2026 年度大学入学共通テスト 物理基礎 第１問

問２：等速直線運動

台車が等速直線運動する場合における磁場の強さと時
刻の関係を，グラフから選択する問題。正答率は約70%

と低くはないが，台車が減速すると勘違いした選択
肢 ₂○ の誤答が約18%あった。レールがなめらかである
ことを失念した結果であろうか（出題例２）。

問３：等加速度直線運動

台車が等加速度直線運動する場合における磁場の強さ
と時刻の関係を，グラフから選択する問題。正答率は
72.8％。
問４：v－tグラフ

得られた実験データをもとに作成されたv－ tグラフ
の傾きから，台車の加速度の数値を求める問題。正答率
は約80％。

第３問　熱と電気（配点18点）

　Aは物質の温度変化についての基本問題であり，B
は電気を利用した比熱測定の探究活動の問題。正答率
は約63％。

A

問１：比熱と温度変化

出題例２

2026 年度大学入学共通テスト 物理基礎 第２問
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比熱の大きさと温まりにくさの関係，および沸騰中の
温度変化に関する問題。正答率は約76％であり，比熱
と温度変化の関係を間違えた選択肢 ₂○ の誤答が約14％
であった。
問２：熱量の保存

銅製容器に水を注いだ際の銅製容器の温度変化を，水
の昇温過程と蒸発過程のそれぞれの場合について計算す
る問題。どちらの場合も正答率は約55％で大差なかった。
B

問３：電気回路

直流回路における抵抗の分圧を求める基本問題。正答
率は約70%。
問４：ジュール熱

ジュール熱についての基本問題。公式の確認問題であ
り正答率は61％であったが，試料台の温度変化 ∆Tに
引っ張られた誤答（選択肢 ₆○ ）が約15％あった。
問５：熱容量

２物体の温度変化が等しい場合，物体に加えた熱量が
それぞれの熱容量に比例することを用いる問題。思考力
を要する問題であるが，正答率は58.8％と高い。

（３）　学習対策

共通テストで得点率が低いのは，例年第１問に出題さ
れる小問集合である。この対策としては中学で学習した
内容を含め，教科書の基本事項および法則・公式を正確
に理解しておくことが必要である。その際，教科書に記
載されている実験や探究課題にも取り組んでおく必要が
ある。大学入試センターの出題意図としては，一つの分
野を深く学習するというより，生活の中の身近な物理現
象を幅広く理解できる力を要求しているように思える。
次年度以降も身近な題材（スマートフォン等）を使った
実験を主とする問題が出題されると考えられる。会話文
や実験データ，図・表の読み取りを含めた問題構成とな
るだろう。受験層の主が文系生となるため複雑な文字計
算は少なく，実用的な数値計算の問題が主となり，実験
を題材とした定性問題が多く出題されるであろう。
学習対策としては，やはり教科書の基本事項を幅広く
理解することに努めておけばよいだろう。その際，単に
公式を丸暗記するのではなく，その式の意味を考え，変
化する物理量と変化しない物理量をしっかり見抜き，公
式をグラフ化する練習もしておこう。また，物理用語は
基本単位まで正確に覚えておくようにしておこう。「物
理基礎」の教科書では本文に記載されない中学校で学習
したテーマを題材に出題されることがあるので，復習し

整理しておくことも必要である。熱と波の分野に関して
は標準的な知識はしっかりと身につけ，エネルギーなど
の公式は正確に理解し，比例式を用いた数値計算などは
必ず練習しておきたい。日常生活の話題を科学的に探究
する問題や，実験データの取り方・扱い方，実験の方法，
器具の扱い方についても注意が必要である。
実験には積極的に参加し，実験器具の使い方や目盛り
の読み方，実験データの分析と作成についてまとめてお
こう。特に，エネルギー問題や，発電に関する知識はま
とめておこう。具体的な問題演習としては教科書の「例

題」，「類題」，「問」，「章末問題」と教科書傍用問題集（啓
林館『センサー物理基礎　4th edition』の演習で十分で
あると思われる。できれば，教科書の「参考」，「実験」，
「やってみよう」，「探究」，「Ｑ＆Ａ」などにも目を通し
ておきたい。

（１）　総括

　探究活動や実験を扱った問題が第１問問３のバスの
車内における風船の動きの問題のみになり，昨年度と
同様，理論的に計算を進めて解答に至る二次試験的な
内容の問題が多く出題された。大問の出題分野は小問
集合（波動・電磁気・力学・原子が各１問），力学，
熱と波動，電磁気の４題構成であった。昨年度と同様，
第３問はＡ：熱，Ｂ：波動と分けて出題された。また，
会話文形式の問題，数値を直接マークする問題は出題
されず，これも昨年度と同様である。出題分量は昨年
度より設問数が減り，マーク数も２つ減少した。難易
度は昨年度より大幅に難化し，平均点は大きく下落し
た。初見性が高く，結果が予測できない問題や，グラ
フの読み取り問題が増えたことが理由としてあげられ
る。共通テストというより国公立大の二次試験の問題
傾向に近かった。配点は，各大問の配点が 25 点の均
等配分であった。

〈難易度〉

◆平均点：45.6点

◆難易度は昨年度（58.96点）より難化

平均点は昨年度より10ポイント以上下がり，大きく
難化した。また，卒業生と現役生の平均点の差も大きく，
10ポイント以上あった。その要因としては，第１問の

大学入学共通テスト「物理」2
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問２や問３，または第２問など，一見取り組みやすそう
だが解答まで時間のかかる問題に時間をとられてしまっ
たことが考えられる。実際，第４問の平均点は7.6点で
あり，他の大問と比べると約５点平均点が低い。これは，
卒業生・現役生ともにみられる傾向である。以下，今年
度の共通テストの本試験「物理」を分析する（得点率・
正答率は河合塾の追跡調査によるものである。）。

（２）　設問別分析

第１問　小問集合（配点25点）

　「物理基礎」と「物理」の教科書から幅広く基本法
則を用いる問題が中心。

問１：ドップラー効果

救急車のサイレンを題材とした計算問題。正答率は
60％と，やや低い。音の到達時刻を間違えた誤答が多
かった。
問２：直流・交流回路

導線，コイル，コンデンサーを回路に組み込んだ際の
ランプの明るさを比較する問題。直流と交流における各
素子の振る舞い（リアクタンス）の理解が試された。解
答番号２は正答率約 70％と高いが，解答番号３は約
42％と低い（出題例３）。

出題例３

2026 年度大学入学共通テスト 物理 第１問

問３：慣性力と浮力

加速・旋回するバス内での風船の動きを考察する定性
問題。周囲の空気の密度と風船内のガスの密度による慣
性力と浮力の違いを的確に判断する必要があり，難しい
問題であるが，正答率は54.2％と高かった。
問４：コンプトン効果

コンプトン効果に関するエネルギーと運動量の保存の
問題。散乱X線と入射X線の波長の関係を誤った解答
が多かった。
問５：分子運動論

体積と圧力が等しく温度が異なる二つの気体に関し
て，等しい物理量を選ぶ問題。内部エネルギーだけでな
く，分子１個当たりの平均運動エネルギーも等しいとす
る誤答（選択肢 ₄○ ）が，正答率を上回り約40%もあっ
た（出題例４）。正答率は13％とワースト１。

第２問　力学（配点25点）

　直線上での衝突等における物体系の運動量と力学的
エネルギーに着目した問題である。

問１：衝突と力学的エネルギー

物体が壁と衝突する際の力学的エネルギーの損失に関
する問題。正答率は高かった。
問２：衝突

直線上での２物体衝突の問題。典型問題であるにも関
わらず，正答率は60％程度とやや低めであった。
問３：物体系の運動量

異なる速度で運動する２物体を連結した系について
の，運動量や速度に関する問題。難しい内容だが，誘導
が丁寧なためか，正答率は40%以上あった。
問４：力学的エネルギー保存則

力学的エネルギー保存則の典型問題であるが，物体B

の力学的エネルギーの表現を間違えた誤答（選択肢 ₄○ ）
が34.7％あり，正答率29.3％より大きかった。

出題例４

2026 年度大学入学共通テスト 物理 第１問
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第３問　熱・波動（配点25点）

A　熱サイクルの熱効率に関する問題。

問１：定圧変化の吸熱量

気体の定圧変化において，外部から気体に加えた熱を
求める問題。正答率は約49％と低い。問題文のグラフ
に影響を受けてか，気体が外部へした仕事を求めている
誤答が多かった。
問２：正味の仕事量

熱サイクルで気体が外部へした正味の仕事量を，グラ
フから求める問題。グラフから近似値を得る，という比
較的珍しい方法で求めるのだが，誘導が丁寧なため正答
率は75％と高い。
問３：熱効率

熱サイクルの熱効率を求める問題。正答率は53.5％と
高い。

B　平面波と円形波の干渉問題。

問４：干渉条件

座標を用いて，平面波と円形波の干渉条件式を表す問
題。見慣れない式になるためか，正答率は35％程度と
低い。選択肢 ₁○ の誤答が50％近くを占めており，平面
波の経路長のイメージができていないことが窺われる。
問５：強め合う点の個数

x軸上における強め合い点の個数を求める問題。問４

の正答率が低いため，この問題の正答率も低い。
問６：強め合う点の移動

強め合い点の移動先を選ぶ問題。定性的な問題であ
り，問４，問５の影響を受けない為か，正答率は60％
近い。

第４問　電磁気（配点25点）

　電磁場中の荷電粒子の運動に関する問題。

問１：コンデンサー入り回路

コンデンサー入りの直流回路で，スイッチを入れてか
ら十分に時間が経った後の各素子の電圧についての問
題。正答率は非常に低く約 20％。選択肢 ₁○ の誤答が
39％を超える。
問２：電場がした仕事

電場が荷電粒子にした仕事を求める問題。受験生の解
答はかなりばらけている。力学的エネルギー変化に注目
すると容易に解答できるが，仕事を直接計算しようとす
ると，ミスが増えるであろう。

問３：極板間の電場の強さ

荷電粒子の軌道から，極板間の電場の強さを求める問
題。正答率は約30％。斜方投射の問題と同等であるこ
とに気づけば，容易に解答できる。
問４：一様磁場内の荷電粒子の運動

一様磁場内の荷電粒子の円運動に関する典型問題であ
り，正答率は高めで約55％。
問５：荷電粒子の質量比と円運動の半径の比

荷電粒子の質量が異なる場合の一様電場中での運動と
一様磁場中での運動をどちらも考慮する必要があるた
め，解答に少々時間を要する。最終問題であることもあ
り，時間が足りなかったのか正答率は低い。

（３）　学習対策

共通テストでは，問題文が長く状況の把握に時間がか
かる問題，問題集等によくある典型問題ではない，思考
力を要する融合問題，実験に関する問題などが出題され
る。特に，実施回を重ねるごとに実験に関する問題の比
率が高くなっており，実験データの分析や考察について
の十分な対策が必要になる。また，融合問題は，一見す
ると対策に苦慮するが，よく見ると普段通りの学習で解
ける問題が大半である。出題範囲としては，全分野から
出題されるので，「ヤマを張る」のは禁物である。まん
べんなく対策することが必要となる。まずは，物理の基
本的な法則を正しく理解し，身につけなければならな
い。その際，公式として暗記するだけでなく，導出方法
および，状況や現象との結びつきを含めて理解しておく
必要がある。これによって，問題の状況から，どの法則
を適用すべきかを素早く正確に判断できるようになる。
また，普段から問題文をしっかり読んで丁寧に考えるよ
うにしたい。「なんとなくこの公式を使えばよいかな」
といったような問題演習をしていては，思考力を要する
共通テストの問題に対応するのは難しい。普段から考察
の過程を意識し，「なぜこの法則を用いるのか」等，論
理的に説明する練習をすると良い。長い文章から素早く
正確に状況を把握し，解答に必要な情報を取り出す練習
も必要である。状況が把握しにくい問題では，問題文を
読むだけでなく，必要に応じて状況を図示し，何が与え
られていて，何が求められているのかをはっきりさせる
ようにすると良い。実験に関する問題に対しては，共通
テストの実施に先立って行われた試行調査の問題は難度
が高く，非常に参考になる。また，「思考力・表現力・
判断力」を，実験を通して身につけさせておくことも重
要となる。身近な物理現象を分析・把握する能力や，基
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本的な物理法則の理解の深さを問う問題が多く出題され
るため，分野に関係なく，教科書中心に全体からまんべ
んなく学習しておくことが重要である。新傾向の問題に
対しては図，グラフ，表からポイントを読み取り，考え
ていく力も養う必要がある。教科書に書かれている探究
活動を題材として，実験のしかた，注意点，結果からど
のようなことがわかるか，などを考えてみるとよいであ
ろう。よって，これまで通り基本法則の確認を中心とし
た学習が必要である。指導する際の注意点としては，公
式や法則を正確に覚えさせることはもちろん大切である
が，受験生の中には「公式を覚えておけば十分」とか「解
けるようになったらそれでおしまい」と考える生徒も多
くいることを指導の際には十分注意したいところである。
主な対策としては，教科書をよく読むことで公式や法
則を説明する典型的な現象や事例を整理させておくこと
に重点を置いた指導が必要である。教科書に記載されて
いる「参考」，「やってみよう」，「発展」，「なるほど」な
ども見ておく必要がある。共通テストでは，実験・観察
を踏まえた指導が必要となる。そのため，特に教科書の
「やってみよう」は今まで以上に取り扱う必要がある。
一方，いろいろな分野の問題を60分で処理するために
は，問題の状況に応じてすばやく頭を切り替える必要が
ある。少なくとも教科書の「問」，「例題」，「章末問題」
は全部解いておくことが必要である。さらにできるだけ
最新の実戦形式の問題集を一冊は仕上げておきたい。問
題演習においては，易しい問題からやや難しい問題ま
で，幅広いレベルの問題を解くことが大切である。「基
本」＝「易しい問題」と勘違いしている受験生が多いが，
それは間違っている。やや難しい問題も解くことによっ
て，基本法則の理解を深めたり，基本の大切さに気づか
されたりする場合が多い。本番では問題文・与えられた
図・解答群をよく精読してから解答を選択することが重
要であるため，日頃の学習においてそのことを意識させ
ておくことである。直前期には試験特有の形式に慣れる
必要があるため，共通テストおよびセンター試験の過去
問やマーク模試の問題による演習が不可欠である。ま
た，試験では時間配分も大切であるため，必ず時間を
計って過去問演習をさせたい。原子分野を含む高校物理
すべての学習が共通テストが実施される１月中旬までに
は終了するような授業計画を立てていくことも大切とな
る。

（１）　全体の分析

今年度の国公立二次・私大入試は，昨年度に続き思考
力を要する問題がいくつかの大学でみられ，全体的には
「思考力」「判断力」「表現力」を確認する問題が定着し
てきた感がある。国立難関大の出題分量と難易度を昨年
度と比較すると，東京大は分量が昨年度同様多く，やや
難化している。京都大は分量としては昨年度とあまり変
化なく，また，受験生にとって目新しい問題もなかった
が，作業量が増え，やや難化した。名古屋大は分量，難
易度ともに特に変化がなかった。大阪大は昨年度よりや
や易化したものの，時間内にすべての設問を解答するこ
とは不可能と思われるほど分量が多く，難易度は高いま
まである。東北大は分量が少し増加したが，難易度は変
化しなかった。九州大は分量，難易度ともに増加した。
例年，受験生にとって目新しい題材が出題されるが，今
年度の第１問も，斜面を滑らずに転がるという興味深い
ものであった。北海道大は特に変化がなく，例年通りで
ある。広島大は，分量が減少したが，設問がやや複雑に
なり，計算量はかなり増加した。時間内で完答すること
は難しいため，難易度はやや難化した。公立大では，特
に大きな変化はない。私大では，慶應義塾大の理工学部

では分量は変わらず，難易度はやや難化した。医学部で
は分量がやや減少し，やや易化した。早稲田大の基幹・

創造・先進理工学部は特に変化がない。同志社大は分
量・難易度ともに変化はないが，例年通り発展的な内容
を学習していなければ解けない問題が多い。
多くの大学の入試問題が３～４題構成となっており，
力学と電磁気は必ず出題され，それに熱か波動分野のい
ずれかが出題されている。力学と電磁気の出題の割合は
それぞれ30％前後であり，各大学で必ず１題が出題さ
れていることになる。熱分野，波動分野の出題は一昨年
度，昨年度と同程度の割合で出題されており，次年度以
降も同程度で出題されるだろう。原子分野の出題の割合
を見てみると，今年度も昨年度と同程度で全体の10％
程度であり，特に増加はみられない。出題形式は国公立
二次（前期）では，記述式・論述式・空所補充・選択
式・グラフ選択・作図など各大学でさまざまな形式を
とっている。私大は選択式が主流で，昨年度までと大き
く変わった点はみられない。次年度からも，原子分野は
今年度と同じ割合で出題されるだろう。私大において今

一般入試（国公立二次・私大入試）3
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年度も昨年度と同様に，波動分野と熱分野の出題が同じ
程度になっており，原子分野に関しては全体としての出
題の割合は低いが，難関大では出題の割合が増える可能
性がある。私大の受験時期から判断すると，原子分野の
出題は少ないと予想されるが，決して油断してはならな
いだろう。
今年度の特徴的な入試問題を見てみよう。

（２）　特徴的な入試問題（分野別分析）

［力学分野］
国立大の大半の問題は，一つの出題テーマには偏って
おらず多くのテーマを組み合わせた総合の形を呈した問
題が今年度も多くみられる。東京大では，一輪車の運動
を剛体棒の運動でモデル化し，最終的にはすり鉢状の内
面を円運動している場合に満たされる条件を求める興味
深い問題が出題された（出題例５）。

［熱分野］
熱力学の頻出出題テーマとしては気体の分子運動論，
気体の状態変化に関する問題が国公立大，私大で多数出
題されている。京都大では，気体を封入した容器の一部
を液体中に沈めて状態変化させる，一見珍しい問題が出
題された。しかし，本質的な部分は標準的な内容であり，
問題文の誘導にしたがって着実に解答していけば得点は

出題例５

東京大

可能になっていた。
［波動分野］
今年度の入試においても，東京大ではレンズ，東北大
では光の干渉，名古屋大ではドップラー効果など，教科
書に記載されている全分野から万遍なく出題されている。
［電磁気分野］
今年度もさまざまなテーマが出題されている。東京大
では電磁誘導，京都大では磁力（出題例６），大阪大は
ホール効果，名古屋大でコンデンサーなどである。

［原子分野］
原子分野については，今年度は主要大学での出題が少
なかった。しかし，例年原子分野の出題は10%程度で
あり，たまたま下振れしただけであろう。原子分野の問
題が出題される場合，一部の国公立大では教科書レベル
の問題が中心で，私大では小問集合での基礎知識中心の
出題となっているのが主流である。内容としては，教科
書に記載されている光電効果，コンプトン効果，水素原
子のボーア模型，スペクトル，放射性崩壊，原子核反応
に関する典型問題が中心である。

出題例６

京都大
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（３）　学習対策

例年通り，国公立二次・私大入試においては，思考
力・判断力・表現力を確認するための実験を題材とした
出題に加え，大問のなかに一つの分野からの出題ではな
く，複数の分野を組み合わせて思考する問題が出題され
た。一つの物理現象を解明するにはさまざまな分野を組
み合わせて考察する必要があることから実験を題材とす
る入試問題では当然の流れであるだろう。原子分野から
の出題は私大，国公立大では普通に出題されている。出
題内容は教科書に記載されている典型問題の出題が大半
を占めており，確実に得点できるように，時間をかけて
指導していく必要がある。力学分野と電磁気分野は必ず
出題されるため，この２つの分野に関しては基本から丁
寧に学習していくことが望まれる。さまざまな分野との
融合問題が増加傾向にあるため，全範囲を系統的に整理
しておくことも重要である。問題の内容も長文化の傾向
にあり，そのため分量も増えている。出題形式も記述式，
論述式，空所補充，記号選択式，描図等多種多様の形を
とるので，日常の学習で練習しておくことが大切であ
る。さらに，問題設定の掌握力，正確でスピーディーな
計算力を養っておくことが必要となっている。また，実
験と観察を題材とする内容の問題も要注意である。でき
る限り実験による演習も含めて指導しておこう。限られ
た授業時間内でどのように指導していくかは重要な課題
であり，緻密な授業計画を立てる必要がある。

吉田　秀仁（よしだ・ひでひと）
　授業では高校生，卒業生（医進クラス含む）まで
幅広いレベルの講座を担当。教材作成や，全統記述
模試・物理の作成チーフ・メンバーであり，京大入
試オープンでもチーフ・作成メンバー・作題を担
当している。






















